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タゴラス（p. 145）やアリストテレス（p. 149)、プルタルコス（p. 141)、ルキ
アノス（p. 142）やサッフォー（p. 142)、セネカ（p. 126）やシャロン（p. 126)、









































6）D’Holbach, Le Bon Sens, Chap. LVII ; Œuvres philosophiques, t. III, Editions


























































9）Ibid., chap. XXXIX, p. 234.




















11）D’Holbach, Histoire critique de Jésus‒Christ ou Analyse raisonnée des Évangiles,
chap. VI ; Œuvres philosophiques, t. II, Editions Alive, 1999, p. 704.
12）Ibid., p. 648.
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14）Ibid., pp. 749-750. イエスがパンと魚を増やして信徒に分け与えた話は、「マルコに
よる福音書」第章、31〜41、「マタイによる福音書」第14章、18節以下、「ヨハネ
による福音書」第章に見られる。
























































































21）ドルバックの『良識』第27章から、サドは借用している（d’Holbach, Le Bon Sens,































22）この箇所はドルバックの『良識』第章の借用である（d’Holbach, Le Bon Sens,
chap. IV, p. 224)。
23）この箇所は『良識』第	章からの借用（d’ Holbach, Le Bon Sens, chap. IX,
pp. 225-226)。
























25）D’Holbach, Système de la Nature, 1ère Partie, Chap. II ; Œuvres philosophiques,
t. II, Editions Alive, 1999, p. 178 ; 邦訳、ドルバック『自然の体系』高橋安光・鶴野
陵訳、第巻、法政大学出版局、1999、p. 39.
26）Ibid., p. 57 ; 邦訳、前掲書、p. 41.



























28）César Chesneau Du Marsais, Examen de la religion ou Doutes sur la religion
dont on cherche l’éclaircissement de bonne foi, Voltaire Foundation, 1998 ; 邦訳、
『宗教の検討』逸見龍生訳、『啓蒙の地下文書 Ⅰ』に収録、法政大学出版局、2008.
29）Démeunier, L’Esprit des usages et des coutumes des différents peuple, Laporte,
t. II, 1785, p. 311.
30）Ibid., t. III, pp. 220-225.
























32）Hobbes, De Cive, Oxford university Press, 1983, pp. 47-48 ; 邦訳、ホッブス『哲学
原論／自然法および国家法の原理』伊藤宏之・渡部秀和訳、柏書房、2012、
pp. 763-764.
33）Les Cent Vingt Journées de Sodome, t. I, p. 283.
34）Hobbes, ibid., p. 46 ; 邦訳、前掲書、p. 762.


































Nouvelle Justine, t. II, p. 836）や、『ジュリエット物語』（Histoire de Juliette,




















37）Discours sur l’origine et les fondements de l’inégalité parmi les hommes, Œuvres
complètes, Bibl. de la Pléiade, t. III, pp. 153-155 ; 邦訳、『ルソー全集』、第4巻、
pp. 221-223.
38）『ジュリエット物語』では、ホッブスと同様にモンテスキューの名前を「哲学者」


























39）Rousseau, La Nouvelle Héloïse, III, Lettre XVIII, Œuvres complètes, Bibl. de la





















































41）Ibid., III, Lettre XVIII, p. 359 ; 邦訳、前掲書、420. ドゥプランはこれに関連して、
ここで述べられている「哲学者たち」とはデピネー夫人、キノー嬢、ドルバックの
家に出入りしていた「哲学者たち」のことではないかと推測している。
42）Rousseau, Discours sur l’origine et les fondements de l’inégalité, Seconde partie,

























43）Rousseau, Du contrat social, II, chap. VI ; Œuvres complètes, Bibl. de la Pléiade,
t. III, p. 379 ; 邦訳、『ルソー全集』、第巻、p. 144.

















































































































種があることを指摘している（Buffon,Œuvres, Bibl. de la Pléiade, 2007, p. 1208 et




Histoire naturelle des animaux, Œuvres, Bibl. de la Pléiade, p. 477)。ビュフォン
が書いた2年後の1755年に、ルソーはビュフォンに反応して「恋愛における精神的
なものは、人為的な感情であるのは容易にわかる」と述べている（Rousseau,
Discours sur l’origine et les fondements de l’inégalite pami les hommes, Première
partie, Œuvres complètes, Bibl. de la Pléiade, t. III, p. 158 ; 邦訳、『ルソー全集』、

























53）Buffon, Histoire naturelle des animaux,《Les Animaux carnassiers》, Œuvres,
Bibl. de la Pléiade, pp. 746-747.
54）Buffon, Œuvres complètes de Buffon. t. 9, A. Le Vasseur, 1884, p. 369.





る人間の欲望は横暴である」（Helvétius, Œuvres complètes d’Helvétius, t. I, Chez







































愛』Amours de Charlot et Toinette（1779）や『マリー＝アントワネットの色












57）Histoire de Juliette, t. III, p. 1025.




























58）Yvon Belaval, La Philosophie dans le boudoir, Editions Gallimard, 1976,
pp. 298-299 ; Jean Deprun, t. III, p. 12 et n. 4 etc.
59）Gilbert Lely, Sade, Gallimard, 1967, p. 254 ; 邦訳、ジルベール・レリー『サド侯爵』
澁澤龍彦訳、ちくま学芸文庫、1998、p. 268.
60）Histoire de Juliette, t. III, p. 590





63）Nicolas Chorier, L’ Académie des dames, Œuvres érotiques du XVIIe siècle,
L’Enfer de la B.N., t. VII, Fayard, 1988, pp. 588-589.
des filles（1655）の「第一の対話」を下敷きにしていると考えられる64)。ある




















64）ドゥプランの注を参考のこと（p. 17 et n. 2).
65）Thérèse philosophe, Romanciers libertins du XVIIIe siècle, Bibl. de la Pléiade, t. I,




























66）Patrick Wald Lasowski, Le grand dérèglement, Editions Gallimard, 2008, p. 15.































68）Jean-Christophe Abramovici, Les frontières poreuses du libertinage, Du genre































































































































































































用いている」と述べている（ibid., p. et n. 3)。面白いことに、この項目に出てくる
ディドロの言う《心地よい休息》とは、性行為のあとの休息を暗示している。『百
科全書』の項目《délicieux》を参照のこと（DPV, t. VII, p. 9)。
作品はリベルタンという語の歴史的変遷過程を体現していることがわかる。リ
ベルタンという反宗教思想と性的快楽を求める両方がこの作品には描き込まれ
ているからだ。『閨房哲学』はその意味ではリベルタン文学の典型であり、集
大成と言えるであろう。
むすび
われわれは『閨房哲学』にみられる思想系譜を見ることで、サドのなかにど
のような思想が入り込んでいるか、どのような思想を受け入れ、また拒絶して
いるのかを見てきた。また、『閨房哲学』のタイトルに注目して、性がなぜ哲
学と結びつくのかを考えてきた。さらに『閨房哲学』を考える上で、「リベル
タン」という語がもつ重要性を指摘し、リベルタン文学を定義することが困難
であることにも触れてきた。リベルタン文学に関して、とりわけ忘れてはなら
ないのは、リベルタン文学を生み出した作者たちは、決して自らの作品をリベ
ルタン文学であると意識して書いていたのではないということである。それは
『閨房哲学』が書かれた後に、後世に生きるわれわれが生み出そうとしている
ジャンルであって、一つの枠組みに押し込めようとするところに無理がある。
むしろ枠組みに入り切らないところにこそ、多様性と面白さがあると言える。
しかしながら、われわれが検討の対象とした『閨房哲学』は、「リベルタン」
という語の意味の変遷に注目すると、「リベルタン」の語義に相応しい作品で
あると言えるだろう。というのも、この作品は、17世紀の「リベルタン思想」
が、サドによって無神論に過激に味付けされながら発展し、18世紀の性的モラ
ルを逸脱した「放蕩者」と結びつけられているからだ。その意味で、『閨房哲
学』はリベルタン文学の典型であると言える。
では『閨房哲学』のなかで、真のリベルタンは誰であろうか？ リベルタン
はあくまで理性の信奉者であり、自分の理性を重んじる人物でなければならな
い。また、個人を重視し、感情に流されることなく自分の欲望を重視しなけれ
ばならない。『閨房哲学』では、ドルマンセが真のリベルタンであり、サン・
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タンジュ夫人もその弟の騎士も、弱さをもったリベルタンになり切れないリベ
ルタンである。たとえば騎士は、自然と神と神聖な掟を冒涜すると言ってドル
マンセを非難するし、サン・タンジュ夫人は、ウジェニーが自分の母親である
ミスティヴァル夫人を拳骨で殴ったために、夫人が気を失いかけるのを助けよ
うとする。こうした描写はリベルタンになり切れない二人をよく表わしてい
る。ところが、当初無垢であったウジェニーは、自分の母親が気を失ったのを
見て、不機嫌な様子で「死んだ、死んだですって！ どうしたらいいの！ こ
の夏、喪に服さないといけないなんて。せっかくきれいな服を作ってもらった
のに！」（p. 173）と述べ、母の死にも心を動かされず自分のきれいな服のこ
とを考えるリベルタンに成長している。そして、ドルマンセの命令を受けて最
後には母親を平手で打ち、尻を蹴飛ばして部屋から追い出すことでドルマンセ
と並ぶ一人前のリベルタンになるのである。この意味では、『閨房哲学』は真
のリベルタンになるための作品でもある。
この後、リベルタン文学としての『閨房哲学』の系譜を引く作品は見当たら
ない。その理由は、性と哲学が分かれてしまうからである。「性と哲学」が一
体となった作品は『閨房哲学』を最後にして、性はポルノグラフィックな作品
に、哲学は哲学作品に袂を分かつことになる。ポルノグラフィックな作品は読
者の性欲を掻き立てることを目的として、相変わらず処罰の対象であり続ける
だろう。一方、哲学作品はアカデミックな学問対象として認知されていくであ
ろう。しかしながら、新たな哲学を生み出すには、思考の逸脱と反逆性を内在
した思考形態が必要になる。このように考えると、リベルタン文学の典型とし
ての『閨房哲学』は、思考の逸脱と反逆性をよく明らかにした、さまざまな時
代の読みに耐えうる、開かれた作品と言うことができる。
【付記】
本論は、「18世紀フランスにおいてリベルタン文学と版画が果たした役割についての
研究」を研究課題として、日本学術振興会科研費平成24〜26年度の助成を受けた研究に
基づくものである。
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